
―９―

画
的
に
実
施
し
た
い
。

市
長

s
①
用
地
は
取
得
。
建
物
は
、

防
衛
施
設
周
辺
整
備
の
補
助
事
業
が

採
択
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

今
後
の
予
定
は
、
16
年
度
中
に
計
画

書
の
提
出
、
17
年
度
中
に
概
算
要
求

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
18
年
度
中
に
内
定
通

知
後
、
交
付
申
請
、
実
施
設
計
を
行

い
、
19
年
度
中
に
着
工
し
た
い
。

②
観
光
行
政
と
連
携
を
し
、
市
民
参

加
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
例
え
ば
長
崎

街
道
を
生
か
し
た
歴
史
散
策
な
ど
を

さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

福
祉
行
政
、
高
齢
障
害
者
の
高
速
バ

ス
停
利
用
。
大
村
駅
上
り
ス
ロ
ー
プ

改
良
の
件
。
都
市
整
備
行
政
、
竹
松

局
前
交
差
点
改
良
の
件
。

③
一
般
財
源
、
市
民
税
初
め
国
保
税
、

保
育
料
、
住
宅
使
用
料
等
の
徴
収
対

策
に
つ
い
て
の
成
果
と
今
後
の
対

策
、
思
案
に
つ
い
て
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
北
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て

②
国
指
定
大
村
市
本
経
寺
が
来
年
創

立
４
０
０
年
に
当
る
年
、
本
市
の
歴

史
を
回
顧
す
る
意
味
と
大
村
市
の
観

光
Ｐ
Ｒ
で
の
民
間
活
力
協
力
に
依
る

市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い

て
。

市
長

a
①
地
震
を
初
め
台
風
、
大
雨

な
ど
の
非
常
災
害
に
備
え
、
迅
速
か

つ
的
確
な
防
災
活
動
を
展
開
で
き
る

よ
う
に
、
各
防
災
関
係
機
関
相
互
の

密
接
な
連
携
の
も
と
に
即
応
で
き
る

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
と
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
来
年
は
５
年
ぶ
り
に
な
る
が
、

総
合
防
災
訓
練
計
画
を
進
め
て
い
る
。

②
歳
入
確
保
対
策
は
市
税
の
滞
納
対

策
の
強
化
、
事
業
系
ご
み
処
理
手
数

料
の
見
直
し
、
下
水
道
使
用
料
の
改

定
を
実
施
。
歳
出
削
減
策
は
人
件
費

を
４
２
７，
０
０
０
千
円
削
減
し
た
。

総
務
部
長

③
市
税
は
、
大
口
滞
納
者

を
中
心
に
徹
底
し
た
財
産
調
査
の
上
、

滞
納
処
分
を
目
指
し
て
い
る
。
保
育

料
は
、
夜
間
訪
問
や
面
談
で
収
納
向

上
に
努
め
て
い
る
。
住
宅
使
用
料
は
、

初
期
滞
納
者
の
長
期
化
防
止
に
努
め

る
と
と
も
に
、
長
期
滞
納
者
に
対
す

る
退
去
勧
告
、
強
制
退
去
措
置
を
計

松
崎
議
員

a
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
横
山
頭
町
内
会
は
地
縁
団
体
認
可

申
請
時
の
資
産
が
な
い
。
総
会
を
開

催
し
、
市
に
変
更
届
を
出
し
て
い
る

の
か
。
出
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
市

の
認
可
は
取
り
消
す
べ
き
。

又
地
権
者
が
構
成
員
に
も
入
っ
て
い

な
い
の
に
勝
手
に
総
会
で
決
議
し
、

町
内
会
の
土
地
と
し
て
申
請
し
た
こ

と
に
異
議
申
し
立
て
を
し
た
。

市
は
「
却
下
す
る
」
と
し
た
、
今
も

そ
の
考
え
か
。

②
災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
、
避
難
勧
告
・
指
示
な

ど
判
断
基
準
や
伝
達
方
法
、
高
齢
者

等
対
策
は
。

③
県
央
地
域
市
町
村
圏
組
合
の
件

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
本
市
の
負
担

額
な
ど
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

④
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て

来
年
４
月
よ
り
ペ
イ
オ
フ
が
実
施
さ

れ
る
が
、
市
の
対
策
は
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の
補
助

金
削
減
に
対
し
、
市
長
・
教
育
長
と

し
て
そ
の
後
の
対
策
は
。

②
学
校
図
書
館
司
書
配
置
に
つ
い
て

県
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と

い
う
こ
と
に
対
し
市
は
ど
う
し
た
の

か
。

総
務
部
長

a
①
地
縁
団
体
と
し
て
の

組
織
を
解
散
す
る
か
ど
う
か
は
、
関

係
者
の
決
議
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き

問
題
で
あ
り
、
先
に
認
可
の
取
り
消

し
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

異
議
申
し
立
て
に
対
す
る
処
分
は
、

今
で
も
間
違
い
で
は
な
い
と
思
う
。

市
長

②
災
害
発
生
又
は
、
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
付
近
住
民
に
生
命
の

危
険
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
勧
告
・

指
示
を
出
し
て
い
る
。
通
報
で
状
況

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
災
害
対
策
本
部
で

総
合
的
な
判
断
を
決
定
し
て
い
る
。

伝
達
は
、
サ
イ
レ
ン
、
車
に
よ
る
広

報
活
動
、
テ
レ
ビ
等
で
図
り
た
い
。

福
祉
保
健
部
長

②
高
齢
者
等
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
と
災
害
発
生
時
の
地
域
支
援
体

制
構
築
を
検
討
し
て
い
る
。

市
長

③
合
併
に
よ
る
負
担
額
の
増
額

は
無
い
見
込
み
で
あ
る
。

収
入
役

④
健
全
化
、
効
率
性
、
市
場

性
、
情
報
開
示
な
ど
の
指
標
に
よ
り

判
断
し
て
い
る
。
市
の
取
引
銀
行
に

お
い
て
、
経
営
が
破
綻
す
る
恐
れ
が

あ
る
銀
行
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

教
育
長

s
①
今
後
の
中
央
教
育
審
議

会
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
、
県
内
各

地
の
教
育
長
と
連
携
を
図
り
、
一
体

と
な
っ
て
活
動
し
た
い
。

②
専
任
司
書
配
置
に
つ
い
て
、
県
の

方
か
ら
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
次
年
度
か
ら
図
書
室
に
補
助

員
の
配
置
を
県
へ
申
し
入
れ
た
が
困

難
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

本　経　寺

三
位
一
体
改
革
で
市
民
生
活
圧
迫
！

教
育
も
財
政
力
で
差
が
つ
く
の
？
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